












































































































































































































































 各法人の効率化の達成状況については 独立行政法人評価委員の評価を基に指標を作成する。2014 年















ていた。職 員級以上の経験者が多く、就任時の年齢も多くが 60 歳代であることから、相
応の経験を積んでいることが思料される。「天下り」に関しては約半数が該当することがわかった。 
      



































































    
          
 
 次に、各法人の評価結果を年度ごと 4 心にさほど大き





































P7  差替図 
 


















年齢 専門性 経営者経験 元官僚
Mann-Whitney の U 827.5 877 788.5 1335
Wilcoxon の W 1355.5 2957 1418.5 2076
Z -1.089 -0.681 -1.705 -1.116





































   
 









評価/年度 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 2 3 8 10 0 0 1 0 0 1 0 1 0
3 4 1 6 3 9 16 17 20 7 4 5 6 7
4 16 18 36 48 52 51 52 50 61 70 71 68 69
5 0 0 1 0 2 1 0 0 2 1 1 2 1
各年度の効率化評価結果
指標/評価区分 低い 普通 高い
人数 39 81 4
年齢 最小 55 55 55
最大 76 74 68
平均 62.8 63.8 61.5
中央値 63.5 64 61.5
専門性 最小 1 1 3
最大 36 45 6
平均 12.6 12 5
中央値 8.5 6 5
経営者経験 最小 1 1 2
最大 12 12 3
平均 4.6 5.2 2.3
中央値 3 4 2.3
元官僚（率） 58% 47% 75%
法人の長の属性と評価の関係
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M ann-W hitney の U 827.5 877 788.5 1335
W ilcoxon の W 1355.5 2957 1418.5 2076
Z -1.089 -0.681 -1.705 -1.116
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年齢 専門性 経営者経験 元官僚
Mann-Whitney の U 827.5 877 788.5 1335
Wilcoxon の W 1355.5 2957 1418.5 2076
Z -1.089 -0.681 -1.705 -1.116
意確率（ 側） 0.276 0.496 0.088 0.265
低い　普通　高い
　 　 　

































































年齢が若い（11人） 18.6 6.1 9
年齢が高い（11人） 10.3 4.4 2
年齢 経営者経験 元官僚
専門性が高い（20人） 65 5.8 4
専門性が低い（14人） 62.2 4.8 8
年齢 専門性 元官僚
経営者経験が豊富（7人） 66.7 11.5 2
経営者経験が貧弱（8人） 63.7 13.7 5
年齢 専門性 経営者経験
元官僚（63人） 61.3 15.2 5
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